
【表紙】  
  

【提出書類】 有価証券届出書の訂正届出書

  

【提出先】 関東財務局長　殿

  

【提出日】 2026年３月13日提出

  

【発行者名】 ワイエムアセットマネジメント株式会社

  

【代表者の役職氏名】 代表取締役社長　神田　一成

  

【本店の所在の場所】 山口県下関市竹崎町四丁目２番36号

  

【事務連絡者氏名】 三浦　幸仁

連絡場所(本店)山口県下関市竹崎町四丁目２番36号

  

【電話番号】 083-223-5114

  

【届出の対象とした募集

内国投資信託受益証券に

係るファンドの名称】

YMアセット・オーストラリア好配当資産ファンド

愛称：トリプル維新（リアルオージー）

  

【届出の対象とした募集

内国投資信託受益証券の

金額】

10兆円を上限とします。

  

【縦覧に供する場所】 該当ありません。
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１【有価証券届出書の訂正届出書の提出理由】
　2025年９月12日付で提出した有価証券届出書（以下「原有価証券届出書」）の記載事項を、有価証券
報告書等の提出に伴い新たな内容に改めるため、本訂正届出書を提出致します。

 
２【訂正の内容】

＜訂正前＞および＜訂正後＞に記載している下線部__は訂正部分を示し、＜更新後＞の記載事項は原

有価証券届出書の更新後の内容を示します。
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第二部【ファンド情報】
 

第１【ファンドの状況】

 

１【ファンドの性格】

 

（３）【ファンドの仕組み】

 

＜更新後＞

＜略＞

＜委託会社の概況（2025年12月末日現在）＞

・資本金の額　２億円

・沿革

2016年１月４日 ワイエムアセットマネジメント株式会社設立

2016年４月14日 投資運用業の登録（登録番号：中国財務局長（金商）第４４号）

2017年８月31日 資本金１億円から２億円へ増資

2025年６月10日 投資助言・代理業の追加

・大株主の状況
 

名　称 住　所
所有

株式数
比率

株式会社山口フィナンシャルグループ 山口県下関市竹崎町四丁目２番36号 6,300株 90％

株式会社大和証券グループ本社 東京都千代田区丸の内一丁目９番１号 700株 10％

 

 

EDINET提出書類

ワイエムアセットマネジメント株式会社(E32437)

訂正有価証券届出書（内国投資信託受益証券）

 3/46



 

２【投資方針】

 

（３）【運用体制】

＜更新後＞

＜略＞

 

＜受託会社に対する管理体制＞

受託会社に対しては、日々の純資産照合、月次の勘定残高照合などを行なっています。また、受託会

社より内部統制の整備および運用状況の報告書を受け取っています。

 

※　上記の運用体制は2025年12月末日現在のものであり、変更となる場合があります。
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（５）【投資制限】

 

＜更新後＞

＜略＞

＜参考＞組入投資信託証券の概要

◆本項は、当ファンドが投資を行なう投資信託証券の投資態度、信託報酬、関係法人等について、2026年３

月13日（提出日）現在で委託会社が知り得る情報をもとに記載したものであり、記載内容が変更となる場

合があります。

＜略＞

 

[組入投資信託証券の委託会社等について]

組入投資信託証券の委託会社等の沿革は、以下のとおりです。

●大和アセットマネジメント株式会社

・沿革

1959年12月12日 設立登記

1960年２月17日 「証券投資信託法」に基づく証券投資信託の委託会社の免許取得

1960年４月１日 営業開始

1985年11月８日 投資助言・情報提供業務に関する兼業承認を受ける。

1995年５月31日 「有価証券に係る投資顧問業の規制等に関する法律」に基づき投資顧問業の登

録を受ける。

1995年９月14日 「有価証券に係る投資顧問業の規制等に関する法律」に基づく投資一任契約に

かかる業務の認可を受ける。

2007年９月30日 「金融商品取引法」の施行に伴い、同法第29条の登録を受けたものとみなされ

る。（金融商品取引業者登録番号：関東財務局長（金商）第352号）

2020年４月１日 大和アセットマネジメント株式会社に商号変更

2024年10月１日 株式会社かんぽ生命保険と資本業務提携

2025年７月１日 大和かんぽオルタナティブインベストメンツ株式会社（旧商号：

三井物産オルタナティブインベストメンツ株式会社）を子会社化
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３【投資リスク】

＜略＞

＜更新後＞
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４【手数料等及び税金】

 

（３）【信託報酬等】

 

＜更新後＞

＜略＞

⑤　当ファンドの信託報酬等のほかに、当ファンドが投資対象とする投資信託証券に関しても信託報酬等

がかかります。投資対象とする投資信託証券の信託報酬を加えた実質的な信託報酬（年率）の概算値は

以下のとおりです。

ただし、この値はあくまで目安であり、ファンドの実際の投資信託証券の組入状況等によっては、実

質的な信託報酬（年率）は変動します。

組入ファンドの信託報酬を加えた実質的な信託報酬（税込、年率）の概算値

（2026年３月13日（提出日）時点）

ファンド名 実質的な信託報酬率（税込）の概算値

YMアセット・オーストラリア好配当資産ファンド 年率1.529％程度

（注）各組入投資信託証券の信託報酬等について、くわしくは、前掲の「＜参考＞組入投資信託証券の

概要」をご参照下さい。なお、信託報酬等は2026年３月13日現在のものであり、今後変更となる

場合もあります。

 

 

（５）【課税上の取扱い】

 

＜更新後＞

＜略＞

（※）上記は、2025年12月末現在のものですので、税法が改正された場合等には、上記の内容が変更にな

ることがあります。

＜略＞
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５【運用状況】

原有価証券届出書の「第二部　ファンド情報　第１　ファンドの状況　５　運用状況」を次の内容に訂正・

更新します。

 

＜更新後＞

（１）【投資状況】

2025年12月30日現在

資産の種類 時価合計（円） 投資比率（％）

投資信託受益証券 1,810,410,554 99.08

内　日本 1,810,410,554 99.08

コール・ローン、その他の資産（負債控除後） 16,879,357 0.92

純資産総額 1,827,289,911 100.00

（注1）投資比率は、ファンドの純資産総額に対する当該資産の時価の比率です。

（注2）資産の種類の内書は、当該資産の発行体又は上場金融商品取引所の国/地域別に表示しています。

 

（２）【投資資産】

①【投資有価証券の主要銘柄】

2025年12月30日現在

順

位

銘柄名

発行体の国/地域
種類 数量

簿価単価

簿価金額

（円）

評価単価

評価金額

（円）

利率

（％）

償還日

投資

比率

（％）

1

オーストラリア・リアルア

セット・ファンド（適格機

関投資家専用）

投資信

託受益

証券

1,356,511,265
1.2951 1.3338 －

99.02

日本 1,756,953,390 1,809,314,725 －

2

ダイワ・マネーポートフォ

リオ（ＦＯＦｓ用）（適格

機関投資家専用）

投資信

託受益

証券

1,103,110
0.9931 0.9934 －

0.06

日本 1,095,608 1,095,829 －

（注）投資比率は、ファンドの純資産総額に対する当該資産の時価の比率です。

 

投資有価証券の種類別投資比率

2025年12月30日現在

種類 投資比率（％）

 投資信託受益証券 99.08

 合計 99.08

（注）投資比率は、ファンドの純資産総額に対する当該資産の時価の比率です。

 

投資株式の業種別投資比率

該当事項はありません。

 

②【投資不動産物件】

該当事項はありません。

 

③【その他投資資産の主要なもの】

該当事項はありません。

 

（３）【運用実績】

①【純資産の推移】
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直近日（2025年12月末）、同日前1年以内における各月末及び下記計算期間末における純資産の推移は次の通りです。

 

純資産総額

（分配落）

　 （円）

純資産総額

（分配付）

（円）

１口当たりの

純資産額

（分配落）（円）

１口当たりの

純資産額

（分配付）（円）

設定時

(2017年9月15日)
1,757,372,417 － 1.0000 －

第1特定期間末

(2017年12月20日)
5,104,192,388 5,134,235,853 1.0194 1.0253

第2特定期間末

(2018年6月20日)
4,762,821,125 4,792,704,419 0.9563 0.9622

第3特定期間末

(2018年12月20日)
3,574,668,107 3,597,205,600 0.9517 0.9576

第4特定期間末

(2019年6月20日)
2,516,744,720 2,531,097,696 1.0521 1.0580

第5特定期間末

(2019年12月20日)
2,121,436,834 2,133,393,713 1.0645 1.0705

第6特定期間末

(2020年6月22日)
1,799,843,479 1,811,795,868 0.9035 0.9095

第7特定期間末

(2020年12月21日)
2,122,511,080 2,134,218,413 1.0878 1.0937

第8特定期間末

(2021年6月21日)
2,151,755,278 2,162,633,353 1.1868 1.1928

第9特定期間末

(2021年12月20日)
2,151,728,077 2,161,728,640 1.2910 1.2969

第10特定期間末

(2022年6月20日)
2,006,216,718 2,016,224,308 1.2028 1.2088

第11特定期間末

(2022年12月20日)
2,336,976,314 2,348,283,055 1.2401 1.2461

第12特定期間末

(2023年6月20日)
2,212,833,984 2,230,245,488 1.2709 1.2809

第13特定期間末

(2023年12月20日)
1,997,943,337 2,013,822,965 1.2582 1.2682

第14特定期間末

(2024年6月20日)
1,954,981,122 1,968,723,389 1.4226 1.4326

第15特定期間末

(2024年12月20日)
1,741,274,448 1,753,980,676 1.3704 1.3804

第16特定期間末

(2025年6月20日)
1,637,043,527 1,654,684,097 1.3920 1.4070

第17特定期間末

(2025年12月22日)
1,770,536,271 1,787,579,364 1.5583 1.5733

2024年12月末日 1,804,648,907 － 1.4177 －

2025年1月末日 1,748,995,221 － 1.3936 －

2月末日 1,663,147,888 － 1.3459 －

3月末日 1,604,487,067 － 1.3215 －
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4月末日 1,563,310,527 － 1.2939 －

5月末日 1,649,133,066 － 1.3905 －

6月末日 1,628,691,207 － 1.3923 －

7月末日 1,674,362,709 － 1.4326 －

8月末日 1,782,884,400 － 1.5251 －

9月末日 1,751,715,579 － 1.5132 －

10月末日 1,830,031,446 － 1.5912 －

11月末日 1,800,542,963 － 1.5743 －

12月末日 1,827,289,911 － 1.6039 －

 

②【分配の推移】

 １口当たりの分配金（円）

第1特定期間 0.0060

第2特定期間 0.0120

第3特定期間 0.0120

第4特定期間 0.0120

第5特定期間 0.0120

第6特定期間 0.0120

第7特定期間 0.0120

第8特定期間 0.0120

第9特定期間 0.0120

第10特定期間 0.0120

第11特定期間 0.0120

第12特定期間 0.0200

第13特定期間 0.0200

第14特定期間 0.0200

第15特定期間 0.0200

第16特定期間 0.0250

第17特定期間 0.0300
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③【収益率の推移】

 収益率（％）

第1特定期間 2.5

第2特定期間 △5.0

第3特定期間 0.8

第4特定期間 11.8

第5特定期間 2.3

第6特定期間 △14.0

第7特定期間 21.7

第8特定期間 10.2

第9特定期間 9.8

第10特定期間 △5.9

第11特定期間 4.1

第12特定期間 4.1

第13特定期間 0.6

第14特定期間 14.7

第15特定期間 △2.3

第16特定期間 3.4

第17特定期間 14.1

（注1）収益率は期間騰落率です。

（注2）各特定期間中の分配金累計額を加算して算出しています。

 

（４）【設定及び解約の実績】

 設定口数 解約口数 発行済数量

第1特定期間 5,076,961,492 69,717,275 5,007,244,217

第2特定期間 502,425,706 529,120,815 4,980,549,108

第3特定期間 101,390,325 1,325,690,593 3,756,248,840

第4特定期間 33,549,605 1,397,635,685 2,392,162,760

第5特定期間 80,408,693 479,758,163 1,992,813,290

第6特定期間 102,371,447 103,119,787 1,992,064,950

第7特定期間 152,781,537 193,624,272 1,951,222,215

第8特定期間 247,755,687 385,965,250 1,813,012,652

第9特定期間 109,221,461 255,473,500 1,666,760,613

第10特定期間 277,197,561 276,026,483 1,667,931,691

第11特定期間 393,281,766 176,756,622 1,884,456,835

第12特定期間 132,172,128 275,478,532 1,741,150,431

第13特定期間 59,282,053 212,469,665 1,587,962,819

第14特定期間 43,132,871 256,868,901 1,374,226,789

第15特定期間 17,839,415 121,443,331 1,270,622,873

第16特定期間 21,940,138 116,524,969 1,176,038,042

第17特定期間 32,104,202 71,936,042 1,136,206,202

（注1）本邦外における設定及び解約はありません。

（注2）第1特定期間の設定口数には、当初設定口数を含みます。
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（参考情報）運用実績
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第３【ファンドの経理状況】
原有価証券届出書の「第二部　ファンド情報　第３　ファンドの経理状況」を次の内容に訂正・更新し
ます。

 
１．当ファンドの財務諸表は、「財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（昭和38年大蔵

省令第59号）ならびに同規則第2条の2の規定により、「投資信託財産の計算に関する規則」（平成

12年総理府令第133号）に基づいて作成しております。

なお、財務諸表に記載している金額は、円単位で表示しております。

 

２．当ファンドの計算期間は６か月未満であるため、財務諸表は６か月毎に作成しております。

 

３．当ファンドは、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当特定期間（2025年6月21日から

2025年12月22日まで）の財務諸表について、有限責任 あずさ監査法人により監査を受けております。
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１【財務諸表】

【ＹＭアセット・オーストラリア好配当資産ファンド】

（１）【貸借対照表】

（単位：円）

 
前期

2025年6月20日現在
当期

2025年12月22日現在

資産の部

流動資産

コール・ローン 19,793,892 16,860,840

投資信託受益証券 1,620,802,521 1,758,048,998

未収入金 27,000,000 17,000,000

流動資産合計 1,667,596,413 1,791,909,838

資産合計 1,667,596,413 1,791,909,838

負債の部

流動負債

未払収益分配金 17,640,570 17,043,093

未払解約金 9,033,538 －

未払受託者報酬 109,553 122,315

未払委託者報酬 3,725,448 4,159,269

その他未払費用 43,777 48,890

流動負債合計 30,552,886 21,373,567

負債合計 30,552,886 21,373,567

純資産の部

元本等

元本 1,176,038,042 1,136,206,202

剰余金

期末剰余金又は期末欠損金（△） 461,005,485 634,330,069

（分配準備積立金） 415,689,985 480,529,200

元本等合計 1,637,043,527 1,770,536,271

純資産合計 1,637,043,527 1,770,536,271

負債純資産合計 1,667,596,413 1,791,909,838
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（２）【損益及び剰余金計算書】

（単位：円）

前期
自　2024年12月21日
至　2025年6月20日

当期
自　2025年6月21日
至　2025年12月22日

営業収益

受取配当金 25,648,549 78,648,549

受取利息 40,766 39,832

有価証券売買等損益 36,540,645 158,246,477

営業収益合計 62,229,960 236,934,858

営業費用

受託者報酬 227,882 243,457

委託者報酬 7,749,574 8,278,638

その他費用 91,071 97,303

営業費用合計 8,068,527 8,619,398

営業利益又は営業損失（△） 54,161,433 228,315,460

経常利益又は経常損失（△） 54,161,433 228,315,460

当期純利益又は当期純損失（△） 54,161,433 228,315,460

一部解約に伴う当期純利益金額の分配額又は一部解約

に伴う当期純損失金額の分配額（△）
1,601,936 2,558,762

期首剰余金又は期首欠損金（△） 470,651,575 461,005,485

剰余金増加額又は欠損金減少額 7,135,451 14,768,044

当期追加信託に伴う剰余金増加額又は欠損金減少

額
7,135,451 14,768,044

剰余金減少額又は欠損金増加額 39,453,282 32,738,446

当期一部解約に伴う剰余金減少額又は欠損金増加

額
39,453,282 32,738,446

分配金 29,887,756 34,461,712

期末剰余金又は期末欠損金（△） 461,005,485 634,330,069
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（３）【注記表】

（重要な会計方針に係る事項に関する注記）

項目

当期

自　2025年6月21日

至　2025年12月22日

１. 有価証券の評価基準及び評価方法 投資信託受益証券

移動平均法に基づき、原則として時価で評価しております。時価評価に

あたっては、投資信託受益証券の基準価額に基づいて評価しておりま

す。

 

２. 収益及び費用の計上基準 受取配当金

原則として、配当落ち日において、確定配当金額又は予想配当金額を計

上しております。

 

３. その他財務諸表作成のための基本

となる重要な事項

特定期間末日の取扱い

当ファンドは、原則として毎年6月20日及び12月20日を特定期間の末日と

しておりますが、2025年12月20日及びその翌日が休業日のため、当特定

期間末日を2025年12月22日としております。このため、当特定期間は185

日となっております。

 

（貸借対照表に関する注記）

項目
前期

2025年6月20日現在

当期

2025年12月22日現在

１.  期首元本額 1,270,622,873円 1,176,038,042円

 期中追加設定元本額 21,940,138円 32,104,202円

 期中一部解約元本額 116,524,969円 71,936,042円

２.  受益権の総数 1,176,038,042口 1,136,206,202口
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（損益及び剰余金計算書に関する注記）

項目

前期

自　2024年12月21日

至　2025年6月20日

当期

自　2025年6月21日

至　2025年12月22日

１. 分配金の計算過程 （自2024年12月21日　至2025年3月21

日）

計算期間末における費用控除後の配

当等収益（7,334,677円）、費用控除

後、繰越欠損金を補填した有価証券

売買等損益（0円）、信託約款に規定

される収益調整金（234,246,401円）

及び分配準備積立金（446,554,735

円）より分配対象収益は688,135,813

円（1万口当たり5,618.73円）であ

り、うち12,247,186円（1万口当たり

100円）を分配金額としております。

 

（自2025年6月21日　至2025年9月22

日）

計算期間末における費用控除後の配

当等収益（33,052,250円）、費用控

除後、繰越欠損金を補填した有価証

券売買等損益（49,721,280円）、信

託約款に規定される収益調整金

（235,150,547円）及び分配準備積立

金（401,598,089円）より分配対象収

益は719,522,166円（1万口当たり

6,196.15円）であり、うち

17,418,619円（1万口当たり150円）

を分配金額としております。

 

（自2025年3月22日　至2025年6月20

日）

計算期間末における費用控除後の配

当等収益（13,378,228円）、費用控

除後、繰越欠損金を補填した有価証

券売買等損益（0円）、信託約款に規

定される収益調整金（229,091,952

円）及び分配準備積立金

（419,952,327円）より分配対象収益

は662,422,507円（1万口当たり

5,632.66円）であり、うち

17,640,570円（1万口当たり150円）

を分配金額としております。

（自2025年9月23日　至2025年12月22

日）

計算期間末における費用控除後の配

当等収益（40,111,945円）、費用控

除後、繰越欠損金を補填した有価証

券売買等損益（3,174,238円）、信託

約款に規定される収益調整金

（232,706,654円）及び分配準備積立

金（454,286,110円）より分配対象収

益は730,278,947円（1万口当たり

6,427.35円）であり、うち

17,043,093円（1万口当たり150円）

を分配金額としております。
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（金融商品に関する注記）

１．金融商品の状況に関する事項

項目

前期

自　2024年12月21日

至　2025年6月20日

当期

自　2025年6月21日

至　2025年12月22日

１. 金融商品に対する取組方針 当ファンドは、証券投資信託であ

り、信託約款に規定する「運用の

基本方針」に従い、有価証券等の

金融商品に対して投資として運用

することを目的としております。

 

同左

 

２. 金融商品の内容及び当該金融商

品に係るリスク

当ファンドが保有する金融商品の

種類は、有価証券、コール・ロー

ン等の金銭債権及び金銭債務であ

ります。当ファンドが保有する有

価証券の詳細は「附属明細表」に

記載しております。なお、当ファ

ンドは、投資信託受益証券を通じ

て有価証券、デリバティブ取引に

投資しております。これらは、市

場リスク（価格変動リスク、為替

変動リスク、金利変動リスク）、

信用リスク、及び流動性リスクを

有しております。

 

同左

 

３. 金融商品に係るリスク管理体制 運用担当部署から独立したコンプ

ライアンス・リスク管理担当部署

が、運用リスクを把握、管理し、

その結果に基づき運用担当部署へ

対応の指示等を行うことにより、

適切な管理を行います。リスク管

理に関する委員会等はこれらの運

用リスク管理状況の報告を受け、

総合的な見地から運用状況全般の

管理を行います。

同左
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２．金融商品の時価等に関する事項

項目
前期

2025年6月20日現在

当期

2025年12月22日現在

１. 貸借対照表計上額、時価及びそ

の差額

貸借対照表上の金融商品は原則と

してすべて時価で評価しているた

め、貸借対照表計上額と時価との

差額はありません。

 

同左

 

２. 時価の算定方法 (１)有価証券

「（重要な会計方針に係る事項に

関する注記）」にて記載しており

ます。

(２)上記以外の金融商品

上記以外の金融商品（コール・

ローン等の金銭債権及び金銭債

務）は短期間で決済されるため、

帳簿価額は時価と近似しているこ

とから、当該帳簿価額を時価とし

ております。

 

同左

 

３. 金融商品の時価等に関する事項

についての補足説明

金融商品の時価の算定においては

一定の前提条件等を採用している

ため、異なる前提条件等によった

場合、当該価額が異なることもあ

ります。

同左

 

（有価証券に関する注記）

売買目的有価証券

種類

前期

2025年6月20日現在

当期

2025年12月22日現在

最終計算期間の

損益に含まれた

評価差額（円）

最終計算期間の

損益に含まれた

評価差額（円）

投資信託受益証券 103,315,145 3,512,136

合計 103,315,145 3,512,136

 

（デリバティブ取引等に関する注記）

該当事項はありません。

 

（関連当事者との取引に関する注記）

該当事項はありません。

 

（1口当たり情報に関する注記）

 
前期

2025年6月20日現在

当期

2025年12月22日現在

1口当たり純資産額 1.3920円 1.5583円

（1万口当たり純資産額） (13,920円) (15,583円)
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（４）【附属明細表】

第１　有価証券明細表

（１）株式

該当事項はありません。

 

（２）株式以外の有価証券

2025年12月22日現在

種類 銘柄
券面総額

（円）

評価額

（円）
備考

投資信託受益証券 オーストラリア・リアルア

セット・ファンド（適格機関

投資家専用）

1,356,511,265 1,756,953,390

ダイワ・マネーポートフォリ

オ（ＦＯＦｓ用）（適格機関

投資家専用）

1,103,110 1,095,608

投資信託受益証券　合計 1,357,614,375 1,758,048,998

合計 1,758,048,998

（注）投資信託受益証券における券面総額欄の数値は、証券数を表示しております。

 

第２　信用取引契約残高明細表

該当事項はありません。

 

第３　デリバティブ取引及び為替予約取引の契約額等及び時価の状況表

該当事項はありません。
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２【ファンドの現況】

【純資産額計算書】

2025年12月30日現在

Ⅰ　資産総額 1,827,676,723円

Ⅱ　負債総額 386,812円

Ⅲ　純資産総額（Ⅰ－Ⅱ） 1,827,289,911円

Ⅳ　発行済数量 1,139,271,246口

Ⅴ　１口当たり純資産額（Ⅲ／Ⅳ） 1.6039円
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第三部【委託会社等の情報】
 

第１【委託会社等の概況】

１【委託会社等の概況】

＜更新後＞

 

ａ．資本金の額
 
2025年12月末日現在

資本金の額 ２億円

発行可能株式総数 12,000株

発行済株式総数 7,000株

過去５年間における資本金の額の増減：該当事項はありません。

 

ｂ．委託会社の機構

＜略＞

②　投資運用の意思決定機構

投資運用の意思決定機構の概要は、以下のとおりとなっています。

 

イ．ファンド設定会議

ファンド運営上の諸方針を記載した基本計画書をファンド設定会議において審議します。

ロ．運用会議

運用部長が議長となり、運用部門の役職員で構成する運用会議を原則として月１回開催し、運用戦略の

方針および運用審査会議にて指示を受けた改善策の策定について協議し決定します。

ハ．運用部長・ファンドマネージャー（投資助言は投資助言責任者）

ファンドマネージャー（投資助言は投資助言責任者）は、基本計画書に定められた各ファンドの諸方針

と運用会議で決定された運用戦略の方針等にしたがって運用計画書（助言計画書）を作成します。運用部

長は、ファンドマネージャー（投資助言は投資助言責任者）から提示を受けた運用計画書（助言計画書）

について、基本計画書および運用会議の決定事項との整合性等を確認し、承認します。

ニ．運用審査会議

運用部長が議長となり、取締役および各部長で構成する運用審査会議を原則として月１回開催し、ファ

ンドの運用実績、運用パフォーマンスの分析・評価および運用会議で決定した運用戦略・対応策の効果検

証等について報告を受けたうえで、必要に応じて改善対応の要否について審議し、改善策の検討を指示し

ます。

ホ．リスクマネジメント会議

コンプライアンス部長が議長となり、取締役および各部長で構成するリスクマネジメント会議を原則と

して月1回開催し、ファンドの運用リスク管理状況や投資助言にかかるリスク管理状況およびコンプライア

ンス遵守状況等について報告を受け、重要事項について審議することにより、運用行動等に対する牽制を

図るとともに業務の適切性を確保します。
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２【事業の内容及び営業の概況】

＜更新後＞

 

委託会社は、「投資信託及び投資法人に関する法律」に定める投資信託委託会社として、証券投資信託の

設定を行なうとともに「金融商品取引法」に定める金融商品取引業者としてその運用（投資運用業）を行

なっています。また、「金融商品取引法」に定める投資助言・代理業を行なっています。

 

2025年12月末日現在、委託会社が運用を行なっている投資信託（親投資信託を除きます。）は次のとおり

です。
 

種類 本数 純資産総額（円）

追加型株式投資信託 6 56,055,266,858

追加型公社債投資信託 0 0

単位型株式投資信託 0 0

単位型公社債投資信託 0 0

合計 6 56,055,266,858
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３【委託会社等の経理状況】

 

（１）当社の財務諸表は、「財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（昭和38年大蔵省令第

59号）並びに、同規則第2条の規定に基づき、「金融商品取引業等に関する内閣府令」（平成19年８

月６日内閣府令第52号）により作成しております。また、当社の中間財務諸表は、「財務諸表等の

用語、様式及び作成方法に関する規則」（昭和38年大蔵省令第59号）並びに、同規則第2条の規定に

基づき、「金融商品取引業等に関する内閣府令」（平成19年８月６日内閣府令第52号）により作成

しております。

（２）財務諸表及び中間財務諸表の記載金額は、千円未満の端数を切り捨てて表示しております。

（３）当社は、金融商品取引法第193条の2第1項の規定に基づき、第10期事業年度（2024年４月１日から

2025年３月31日まで）の財務諸表について、有限責任あずさ監査法人により監査を受けておりま

す。また、金融商品取引法第193条の2第1項の規定に基づき、第11期事業年度に係る中間会計期間

（2025年４月１日から2025年９月30日まで）の中間財務諸表について、有限責任あずさ監査法人に

より中間監査を受けております。
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（１）【貸借対照表】
　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

 前事業年度
(2024年3月31日)

当事業年度
(2025年3月31日)

資産の部     

　流動資産     

　　預金  197,565  222,725

　　前払費用  2,017  2,097

　　未収委託者報酬  73,935  91,776

　　未収収益  0  48

　　流動資産合計  273,518  316,648

　固定資産     

　　有形固定資産     

　　　建物附属設備  0  0

　　　工具器具備品  0  0

　　　有形固定資産合計 ※1 0 ※1 0

　　無形固定資産     

　　　ソフトウェア  －  5,841

無形固定資産合計  －  5,841

　　投資その他の資産     

　　　敷金  7,490  7,490

　　　投資その他の資産合計  7,490  7,490

　　固定資産合計  7,490  13,331

資産の部合計  281,008  329,979
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　（単位：千円）

 前事業年度
(2024年3月31日)

当事業年度
(2025年3月31日)

負債の部     

　流動負債     

　　預り金  721  960
　　未払金  35,397  48,436
　　　未払代行手数料  34,689  41,375
　　　その他未払金  707  7,061
　　未払費用  10,893  11,492
　　未払法人税等  1,625  7,566
　　未払消費税等  1,855  6,419
　　流動負債合計  50,492  74,874
　負債の部合計  50,492  74,874
純資産の部     

　株主資本     

　　資本金  200,000  200,000

　　資本剰余金     

　　　資本準備金  150,000  150,000

　　　資本剰余金合計  150,000  150,000

　　利益剰余金     

　　　その他利益剰余金  △119,483  △94,894
　　　　繰越利益剰余金  △119,483  △94,894
　　　利益剰余金合計  △119,483  △94,894
　　株主資本合計  230,516  255,105
　純資産の部合計  230,516  255,105
負債及び純資産の部合計  281,008  329,979
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 前事業年度
(自 2023年4月 1日

至 2024年3月31日)

当事業年度
(自 2024年4月 1日

至 2025年3月31日)

営業収益     

　委託者報酬  298,778  390,838
　営業収益計  298,778  390,838
営業費用     

　代行手数料  145,393  185,193
　外注費  10,876  11,222
　通信費  37,035  35,637
　印刷費  11,264  11,242
　広告宣伝費  1,690  1,988
　諸会費  847  887
　営業費用計  207,108  246,172
一般管理費     

役員報酬 ※1 17,429 ※1 21,676
給料手当 ※1 61,297 ※1 68,455

　支払手数料  5,490  8,032
　地代家賃  7,886  7,886
　租税公課  2,676  3,359
　諸経費  5,481  5,100

　一般管理費計  100,262  114,510
営業利益又は営業損失（△）  △8,592  30,155
営業外収益     

　受取利息  2  170
　雑収入  0  5
　営業外収益計  2  176
経常利益又は経常損失（△）  △8,589  30,331
税引前当期純利益

又は税引前当期純損失（△）
 △8,589  30,331

法人税、住民税及び事業税  △2,398  5,742
法人税等還付税額  △6,482  －

法人税等合計  △8,880  5,742
当期純利益  291  24,588

 

（２）【損益計算書】
（単位：千円）
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（３）【株主資本等変動計算書】

前事業年度（自　2023年4月1日　至　2024年3月31日）　　　　

 （単位：千円）

 

株主資本

純資産

合計資本金

資本剰余金 利益剰余金

株主資本

合計資本準備金
資本剰余金

合計

その他利益

剰余金 利益剰余金

合計繰越利益

剰余金

当期首残高 200,000 150,000 150,000 △119,774 △119,774 230,225 230,225

当期変動額        

 
当期純利

益
- - - 291 291 291 291

当期変動額合計 - - - 291 291 291 291

当期末残高 200,000 150,000 150,000 △119,483 △119,483 230,516 230,516

 

当事業年度（自　2024年4月1日　至　2025年3月31日）　　　　

 

 （単位：千円）

 

株主資本

純資産

合計資本金

資本剰余金 利益剰余金

株主資本

合計資本準備金
資本剰余金

合計

その他利益

剰余金 利益剰余金

合計繰越利益

剰余金

当期首残高 200,000 150,000 150,000 △119,483 △119,483 230,516 230,516

当期変動額        

 
当期純利

益
- - - 24,588 24,588 24,588 24,588

当期変動額合計 - - - 24,588 24,588 24,588 24,588

当期末残高 200,000 150,000 150,000 △94,894 △94,894 255,105 255,105
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注記事項

 

（重要な会計方針）

1.固定資産の減価償却の方法

(1)有形固定資産

建物附属設備については定額法、工具器具備品については定率法を採用しております。

また、耐用年数は次のとおりです。

建物附属設備　10～15年

工具器具備品　10年

(2)無形固定資産

無形固定資産は、定額法により償却しております。また自社利用のソフトウエアについては、

当社で定める利用可能期間（5年）に基づいて償却しております。

 

（貸借対照表関係）

※1　有形固定資産の減価償却累計額（減損損失累計額を含む）　　（単位：千円）

 前事業年度
(2024年3月31日)

当事業年度
(2025年3月31日)

建物附属設備 5,439 5,439

工具器具備品 997 997

 

（損益計算書関係）

※1　関係会社との取引　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

 前事業年度
(自 2023年4月 1日

 至 2024年3月31日)

当事業年度
(自 2024年4月 1日

 至 2025年3月31日)

出向者人件費親会社負担額 5,317 -

出向者人件費当社負担額 78,727 90,132

なお、出向者人件費親会社負担額については、親会社が負担しているものであり、当社損益計算書には

計上されておりません。

 

（株主資本等変動計算書関係）

前事業年度（自　2023年4月1日　至　2024年3月31日）

発行済株式の種類及び総数に関する事項

株式の種類
当事業年度

期首株式数

当事業年度

増加株式数

当事業年度

減少株式数

当事業年度

末株式数

摘要

普通株式 7,000株 -　 -　 7,000株 　　　　

 

当事業年度（自　2024年4月1日　至　2025年3月31日）

発行済株式の種類及び総数に関する事項

株式の種類
当事業年度

期首株式数

当事業年度

増加株式数

当事業年度

減少株式数

当事業年度

末株式数

摘要

普通株式 7,000株 -　 -　 7,000株 　　　　

 

（金融商品関係）

1.金融商品の状況に関する事項

(1)金融商品に対する取組方針

当社は、資金運用については、短期的な預金に限定しており、また資金調達については、借入

によらず、株式の発行により行う方針です。なお、デリバティブ取引は行っておりません。

(2)金融商品の内容及びそのリスク
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預金は高格付けの金融機関に対する短期の預金であることから、流動性リスクは僅少でありま

す。

(3)金融商品に係るリスク管理体制

当社は、年度事業計画を策定し、これに基づいて必要となる運転資金を検討し、充足する十分

な手元流動性を維持することで、流動性リスクを管理しております。

 

2.金融商品の時価等に関する事項

「預金」、「未収委託者報酬」、「未払金」については、短期間で決済されるため時価が帳簿

価額に近似するものであることから、記載を省略しております。

 

（税効果会計関係）

1.繰延税金資産の発生の主な原因別の内訳                   　 　 （単位：千円）

 前事業年度
(2024年3月31日)

当事業年度
(2025年3月31日)

繰延税金資産   

　税務上の繰越欠損金（注1） 32,030 27,828

　減価償却超過額 759 602

　一括償却資産の損金不算入額 67 13

　賞与引当金 1,726 2,366

繰延税金資産小計 34,583 30,810

　税務上の繰越欠損金に係る評価性引当額（注

1）

△32,030 △27,828

　将来減算一時差異等の合計に係る評価性引当

額

△2,553 △2,982

評価性引当額小計 △34,583 △30,810

繰延税金資産合計 － －

繰延税金資産の純額 － －

　

 （注1）税務上の繰越欠損金及びその繰延税金資産の繰越期限別の金額

　　　　　前事業年度（2024年3月31日）　　　　　　　　　　　　　　 （単位：千円）　　　　

 1年以内
1年超

2年以内

2年超

3年以内

3年超

4年以内

4年超

5年以内
5年超 合計

税務上の繰越欠

損金

(a)

－ 6,363 6,303 － 2,062- 17,301 32,030

評価性引当額 － △6,363 △6,303 － △2,062- △17,301 △32,030

繰延税金資産 － － － － - － －

(a)税務上の繰越欠損金は、法定実効税率を乗じた額であります。

 

　　　　　当事業年度（2025年3月31日）　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

 1年以内
1年超

2年以内

2年超

3年以内

3年超

4年以内

4年超

5年以内
5年超 合計

税務上の繰越欠

損金

(a)

1,407 6,489 － 2,122 14,268 3,540 27,828

評価性引当額 △1,407 △6,489 － △2,122 △14,268 △3,540 △27,828

繰延税金資産 － － － － － － －

(a) 税務上の繰越欠損金は、法定実効税率を乗じた額であります。
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2.法定実効税率と税効果会計適用後の法人税等の負担率との間に重要な差異があるときの、当該差

異の原因となった主要な項目別の内訳

 前事業年度

（2024年３月31日）

当事業年度

（2025年３月31日）

法定実効税率 - 30.46％

（調整）   

繰越欠損金控除 - △16.34％

住民税均等割 - 1.93％

交際費等永久に損金に算入されない項目 - 0.05％

評価性引当額の増減 - 2.83％

税効果会計適用後の法人税等の負担率 - 18.93％

    　 前事業年度は、税引前当期純損失を計上したため記載を省略しております。

 

（セグメント情報等）

前事業年度（自　2023年4月1日　至　2024年3月31日）

1.セグメント情報

当社は単一セグメントであるため、記載を省略しております。

2.関連情報

(1)商品及びサービスごとの情報

単一の商品・サービスの区分の外部顧客からの営業収益が90％を超えるため、記載を省略して

おります。

(2)地域ごとの情報

①営業収益

内国籍投資信託からの営業収益が損益計算書の営業収益の90％を超えるため、記載を省略

しております。

②有形固定資産

有形固定資産の全てが本邦に所在しているため、記載を省略しております。

(3)主要な顧客ごとの情報

外部顧客への売上高のうち、損益計算書の売上高の10％以上を占める相手がないた

め、記載を省略しております。

3.報告セグメントごとの固定資産の減損損失に関する情報

該当事項はありません。

4.報告セグメントごとののれんの償却額及び未償却残高に関する情報

該当事項はありません。

5.報告セグメントごとの負ののれん発生益に関する情報

該当事項はありません。

 

当事業年度（自　2024年4月1日　至　2025年3月31日）

1.セグメント情報

当社は単一セグメントであるため、記載を省略しております。

2.関連情報

(1)商品及びサービスごとの情報

単一の商品・サービスの区分の外部顧客からの営業収益が90％を超えるため、記載を省略して

おります。

(2)地域ごとの情報

①営業収益

内国籍投資信託からの営業収益が損益計算書の営業収益の90％を超えるため、記載を省略

しております。

②有形固定資産

有形固定資産の全てが本邦に所在しているため、記載を省略しております。

(3)主要な顧客ごとの情報

外部顧客への売上高のうち、損益計算書の売上高の10％以上を占める相手がないため、記載を

省略しております。

3.報告セグメントごとの固定資産の減損損失に関する情報
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該当事項はありません。

4.報告セグメントごとののれんの償却額及び未償却残高に関する情報

該当事項はありません。

5.報告セグメントごとの負ののれん発生益に関する情報

該当事項はありません。

 

（関連当事者情報）

1.関連当事者との取引

（1）財務諸表提出会社の親会社及び主要株主（会社等に限る）等

前事業年度（自　2023年4月1日　至　2024年3月31日）

種類
会社等の

名称
所在地

資本金又は

出資金(百

万円)

事業の内容

議決権の所

有(被所有)

割合（％）

関連当事

者との関係
取引の内容

取引金額

（千円）
科目

期末残高

（千円）

親会社

㈱山口ﾌｨ

ﾅﾝｼｬﾙｸ ﾞ

ﾙｰﾌﾟ

下関市

竹崎町
50,000 持株会社

（被所有）

直接90.0

出向者の

受入

出向者人件
費(注1)

84,044 未払費用 5,770

条件及び取引条件の決定方針等

(注1)    出向契約に基づき、出向者人件費のうち役員報酬4月～6月分及び6月賞与については、

親会社及び当社が各50％負担しています。その他の出向者人件費については、当社が

100％負担しております。

(注2)    上記取引金額には消費税等が含まれておりません。期末残高には消費税等が含まれて

おります。

当事業年度（自　2024年4月1日　至　2025年3月31日）

種類
会社等の

名称
所在地

資本金又は

出資金(百

万円)

事業の内容

議決権の所

有(被所有)

割合（％）

関連当事

者との関係
取引の内容

取引金額

（千円）
科目

期末残高

（千円）

親会社

㈱山口ﾌｨ

ﾅﾝｼｬﾙｸ ﾞ

ﾙｰﾌﾟ

下関市

竹崎町
50,000 持株会社

（被所有）

直接90.0

出向者の

受入

出向者人件
費(注1)

90,132 未払費用 8,002

条件及び取引条件の決定方針等

(注1)    出向契約に基づき、出向者人件費については、当社が100％負担しております。

(注2)    上記取引金額には消費税等が含まれておりません。期末残高には消費税等が含まれて

おります。

 

（2）財務諸表提出会社と同一の親会社を持つ会社等及びその他の関係会社の子会社等

前事業年度（自　2023年4月1日　至　2024年3月31日）

種類
会社等の

名称
所在地

資本金又は

出資金(百

万円)

事業の内容

議決権の

所有(被

所有)割

合（％）

関連当事者

との関係

取引の内

容

取引金額

（千円）
科目

期末残高

（千円）

同一の親会社

を持つ会社

㈱山口銀

行

下関市

竹崎町
10,005 銀行業 -

投信の販

売委託

投信代行手

数料(注1)
48,191

未払代行手

数料
12,642

預 金 ( 注

2)

(平均残高)

211,598
預金 197,186

同一の親会社

を持つ会社

㈱もみじ

銀行

広島市

中区
10,000 銀行業 -

投信の販

売委託

投信代行手

数料(注1)
27,112

未払代行手

数料
6,914

同一の親会社

を持つ会社

ワイエム

証券㈱

下関市

竹崎町
1,270

金融商品

取引業
-

投信の販

売委託

投信代行手

数料(注1)
63,510

未払代行手

数料
13,426

同一の親会社

を持つ会社
三友㈱

下関市

竹崎町
50 不動産業 -

事務所の

賃借

賃 借 料

の 支 払

(注1)

7,490 敷金 7,490

取引条件及び取引条件の決定方針等

(注1)   一般的取引条件を勘案した個別契約により決定しております。

(注2)   一般的な取引と同様な条件で行っております。

(注3)   上記取引金額には消費税等が含まれておりません。期末残高には消費税等が含まれてお

ります。
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当事業年度（自　2024年4月1日　至　2025年3月31日）

種類
会社等の

名称
所在地

資本金又は

出資金(百

万円)

事業の内容

議決権の

所有(被所

有)割合

（％）

関連当事

者との関係
取引の内容

取引金額

（千円）
科目

期末残高

（千円）

同一の親会社

を持つ会社

㈱山口銀

行

下関市

竹崎町
10,005 銀行業 -

投信の販

売委託

投信代行手

数料(注1)
63,947

未払代行手

数料
15,913

預 金 ( 注

2)

(平均残高)

222,028
預金 222,580

同一の親会社

を持つ会社

㈱もみじ

銀行

広島市

中区
10,000 銀行業 -

投信の販

売委託

投信代行手

数料(注1)
41,254

未払代行手

数料
10,360

同一の親会社

を持つ会社

ワイエム

証券㈱

下関市

竹崎町
1,270

金融商品

取引業
-

投信の販

売委託

投信代行手

数料(注1)
72,066

未払代行手

数料
13,308

同一の親会社

を持つ会社
三友㈱

下関市

竹崎町
50 不動産業 -

事 務 所

の賃借

賃 借 料

の 支 払

(注1)

7,490 敷金 7,490

取引条件及び取引条件の決定方針等

(注1)   一般的取引条件を勘案した個別契約により決定しております。

(注2)   一般的な取引と同様な条件で行っております。

(注3)   上記取引金額には消費税等が含まれておりません。期末残高には消費税等が含まれてお

ります。

 

2.親会社に関する注記

親会社情報

　㈱山口フィナンシャルグループ（東証プライム市場に上場）　

 

（１株当たり情報）

 前事業年度
(自 2023年4月 1日

至 2024年3月31日)

当事業年度
(自 2024年4月 1日

至 2025年3月31日)

１株当たり純資産額 32,930.89円 36,443.58

１株当たり当期純利益金額 41.59円 3,512.68

　（注）１．潜在株式調整後1株当たり当期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載し

ておりません。

　　　２．1株当たり当期純利益金額の算定上の基礎は以下のとおりであります。

 前事業年度
(自 2023年4月 1日

至 2024年3月31日)

当事業年度
(自 2024年4月 1日

至 2025年3月31日)

当期純利益                （千円） 291 24,588

普通株主に帰属しない金額　 （千円） － －

普通株式に係る当期純利益  （千円） 291 24,588

普通株式の期中平均株式数（株） 7,000 7,000
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（重要な後発事象）

該当事項はありません。
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中間財務諸表
（１）中間貸借対照表

　　　　　　　（単位：千円）
  当中間会計期間

(2025年9月30日)

資産の部     

　流動資産     

　　預金    219,279

　　前払費用    1,914

　　未収委託者報酬    125,724

　　未収投資助言報酬    2,508

　　未収収益    60

　　流動資産合計    349,486

　固定資産     

　　有形固定資産     

　　　建物附属設備    0

　　　工具器具備品    0

　　　有形固定資産合計   ※1 0

　　無形固定資産     

　　　ソフトウエア    5,247

　　　無形固定資産合計    5,247

　　投資その他の資産     

　　　敷金    7,490

　　　投資その他の資産合計    7,490

　固定資産合計    12,737

資産の部合計    362,224
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

  当中間会計期間
(2025年9月30日)

負債の部     

　流動負債     

　　預り金    940

　　未払金    55,868

　　　未払代行手数料    55,310

　　　その他未払金    558

　　未払費用    12,753

　　未払法人税等    6,911

　　未払消費税等    5,752

　　流動負債合計    82,227

　負債の部合計    82,227

純資産の部     

　株主資本     

　　資本金    200,000

　　資本剰余金     

　　　資本準備金    150,000

　　　資本剰余金合計    150,000

　　利益剰余金     

　　　その他利益剰余金    △70,002

　　　　繰越利益剰余金    △70,002

　　　利益剰余金合計    △70,002

　　株主資本合計    279,997

　純資産の部合計    279,997

負債及び純資産の部合計    362,224
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（２）中間損益計算書

（単位：千円）

  当中間会計期間
(自 2025年4月 1日

至 2025年9月30日)

営業収益     

　委託者報酬    231,787

　投資助言報酬    2,280

　営業収益計    234,068

営業費用     

　代行手数料    105,992

　外注費    6,264

　通信費    18,012

　印刷費    5,649

　広告宣伝費    1,388

　諸会費    696

　営業費用計    138,003

一般管理費     

役員報酬    13,949

給料手当    37,421

　支払手数料    5,279

　地代家賃    3,941

　租税公課    2,184

　諸経費    3,456

　一般管理費計    66,232

営業利益    29,831

営業外収益     

　受取利息    237

　営業外収益計    237

経常利益    30,068

特別損失     

　有形固定資産除却損    0

　特別損失計    0

税引前中間純利益    30,068

法人税、住民税及び事業税    5,176

中間純利益    24,892
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（３）中間株主資本等変動計算書

当中間会計期間（自　2025年4月1日　至　2025年9月30日）　　　　

（単位：千円）

 

株主資本

純資産

合計資本金

資本剰余金 利益剰余金

株主資本

合計資本準備金
資本剰余金

合計

その他利益

剰余金 利益剰余金合

計繰越利益

剰余金

当期首残高 200,000 150,000 150,000 △94,894 △94,894 255,105 255,105

当中間期変動額        

 中間純利益 - - - 24,892 24,892 24,892 24,892

当中間期変動額合計 - - - 24,892 24,892 24,892 24,892

当中間期末残高 200,000 150,000 150,000 △70,002 △70,002 279,997 279,997

 

注記事項

 

（重要な会計方針）

1.固定資産の減価償却の方法

(1)有形固定資産

建物附属設備については定額法、工具器具備品については定率法を採用しております。

また、耐用年数は次のとおりです。

建物附属設備　10～15年

工具器具備品　10年

(2)無形固定資産

無形固定資産は、定額法により償却しております。また自社利用のソフトウエアに

ついては、当社で定める利用可能期間（5年）に基づいて償却しております。

 

（中間貸借対照表関係）

※1　有形固定資産の減価償却累計額（減損損失累計額を含む）

　　　　（単位:千円）

 当中間会計期間
(2025年9月30日)

 

建物附属設備 5,239  

工具器具備品 997  

 

（中間株主資本等変動計算書関係）

当中間会計期間（自　2025年4月1日　至　2025年9月30日）

発行済株式の種類及び総数に関する事項

株式の種

類

当事業年度

期首株式数

当中間会計

期間増加株

式数

当中間会計

期間減少株

式数

当中間会計

期間末株式

数

摘要

普通株式 7,000株 -　 -　 7,000株  
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（金融商品関係）

1．金融商品の時価等に関する事項

　「預金」、「未収委託者報酬」、「未収投資助言報酬」、「未払金」については、短期間で決済され

るため時価が帳簿価額に近似するものであることから、記載を省略しております。　　　　　　　　

 

（セグメント情報等）

当中間会計期間（自　2025年4月1日　至　2025年9月30日）

1． セグメント情報

当社は単一セグメントであるため、記載を省略しております。

2． 関連情報

　　（1）商品及びサービスごとの情報

単一の商品・サービスの区分の外部顧客からの営業収益が90％を超えるため、記載を省略して

おります。

   （2）地域ごとの情報

　　　　① 営業収益

内国籍投資信託からの営業収益が中間損益計算書の営業収益の90％を超えるため、記載を

省略しております。

　　　　②　有形固定資産

有形固定資産の全てが本邦に所在しているため、記載を省略しております。

（3）主要な顧客ごとの情報

外部顧客への売上高のうち、中間損益計算書の売上高の10％以上を占める相手がないため、

記載を省略しております。

3．報告セグメントごとの固定資産の減損損失に関する情報

該当事項はありません。

4．報告セグメントごとののれんの償却額及び未償却残高に関する情報

該当事項はありません。

5．報告セグメントごとの負ののれん発生益に関する情報

該当事項はありません。

 

（１株当たり情報）

 

 当中間会計期間
(自 2025年4月１日

至 2025年9月30日)

１株当たり純資産額 39,999.59円

１株当たり中間純利益金額 3,556.01円

　（注）１．潜在株式調整後1株当たり中間純利益額については、潜在株式が存在しないため記載して

おりません。

　　　　２．1株当たり中間純利益金額の算定上の基礎は以下のとおりであります。

 

 当中間会計期間
(自 2025年4月１日

至 2025年9月30日)

中間純利益（千円） 24,892

普通株主に帰属しない金額（千円） －

普通株式に係る中間純利益（千円） 24,892

普通株式の期中平均株式数（株） 7,000
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（重要な後発事象）

該当事項はありません。
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独立監査人の監査報告書

2026年２月27日

ワイエムアセットマネジメント株式会社

取締役会　御中

 

 有限責任 あずさ監査法人

 東京事務所

 
指定有限責任社員

業務執行社員
公認会計士 髙　　橋　　善　　盛

 

監査意見

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づく監査証明を行うため、「ファンドの経理

状況」に掲げられているYMアセット・オーストラリア好配当資産ファンドの2025年６月21日から2025年12月

22日までの特定期間の財務諸表、すなわち、貸借対照表、損益及び剰余金計算書、注記表並びに附属明細表

について監査を行った。

当監査法人は、上記の財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠し

て、YMアセット・オーストラリア好配当資産ファンドの2025年12月22日現在の信託財産の状態及び同日を

もって終了する特定期間の損益の状況を、全ての重要な点において適正に表示しているものと認める。

 

監査意見の根拠   

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行った。監査の

基準における当監査法人の責任は、「財務諸表監査における監査人の責任」に記載されている。当監査法人

は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、ワイエムアセットマネジメント株式会社及びファンド

から独立しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、意見表明

の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。

 

その他の記載内容

その他の記載内容は、有価証券報告書及び有価証券届出書に含まれる情報のうち、財務諸表及びその監査

報告書以外の情報である。経営者の責任は、その他の記載内容を作成し開示することにある。

当監査法人の財務諸表に対する監査意見の対象にはその他の記載内容は含まれておらず、当監査法人はそ

の他の記載内容に対して意見を表明するものではない。

財務諸表監査における当監査法人の責任は、その他の記載内容を通読し、通読の過程において、その他の

記載内容と財務諸表又は当監査法人が監査の過程で得た知識との間に重要な相違があるかどうか検討するこ

と、また、そのような重要な相違以外にその他の記載内容に重要な誤りの兆候があるかどうか注意を払うこ

とにある。

当監査法人は、実施した作業に基づき、その他の記載内容に重要な誤りがあると判断した場合には、その

事実を報告することが求められている。

その他の記載内容に関して、当監査法人が報告すべき事項はない。

 

財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して財務諸表を作成

し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない財務諸表を作成し適正

に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき財務諸表を作成することが適切である

かどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に基づいて継続企業に関す

る事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

 

財務諸表監査における監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した監査に基づいて、全体としての財務諸表に不正又は誤謬による重要な

虚偽表示がないかどうかについて合理的な保証を得て、監査報告書において独立の立場から財務諸表に対す

る意見を表明することにある。虚偽表示は、不正又は誤謬により発生する可能性があり、個別に又は集計す
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ると、財務諸表の利用者の意思決定に影響を与えると合理的に見込まれる場合に、重要性があると判断され

る。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に従って、監査の過程を通じて、職業

的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・不正又は誤謬による重要な虚偽表示リスクを識別し、評価する。また、重要な虚偽表示リスクに対応した

監査手続を立案し、実施する。監査手続の選択及び適用は監査人の判断による。さらに、意見表明の基礎

となる十分かつ適切な監査証拠を入手する。

・財務諸表監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではないが、監査人は、リス

ク評価の実施に際して、状況に応じた適切な監査手続を立案するために、監査に関連する内部統制を検討

する。

・経営者が採用した会計方針及びその適用方法の適切性、並びに経営者によって行われた会計上の見積りの

合理性及び関連する注記事項の妥当性を評価する。

・経営者が継続企業を前提として財務諸表を作成することが適切であるかどうか、また、入手した監査証拠

に基づき、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認め

られるかどうか結論付ける。継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、監査報告書に

おいて財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する財務諸表の注記事項が適

切でない場合は、財務諸表に対して除外事項付意見を表明することが求められている。監査人の結論は、

監査報告書日までに入手した監査証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、ファンドは継続企業

として存続できなくなる可能性がある。

・財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して

いるかどうかとともに、関連する注記事項を含めた財務諸表の表示、構成及び内容、並びに財務諸表が基

礎となる取引や会計事象を適正に表示しているかどうかを評価する。

監査人は、経営者に対して、計画した監査の範囲とその実施時期、監査の実施過程で識別した内部統制の

重要な不備を含む監査上の重要な発見事項、及び監査の基準で求められているその他の事項について報告を

行う。

 

利害関係

ワイエムアセットマネジメント株式会社及びファンドと当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会

計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上
 

※上記は当社が監査報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社が

別途保管しております。

 

※ＸＢＲＬデータは監査の対象には含まれていません。
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独立監査人の監査報告書

2025年６月24日

ワイエムアセットマネジメント株式会社

取締役会　御中

 

有限責任 あずさ監査法人

　 東京事務所　

指定有限責任社員
業務執行社員

公認会計士 阿部　與直

監査意見

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づく監査証明を行うため、「委

託会社等の経理状況」に掲げられているワイエムアセットマネジメント株式会社の2024年４月１

日から2025年３月31日までの第10期事業年度の財務諸表、すなわち、貸借対照表、損益計算書、

株主資本等変動計算書、重要な会計方針及びその他の注記について監査を行った。

当監査法人は、上記の財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基

準に準拠して、ワイエムアセットマネジメント株式会社の2025年３月31日現在の財政状態及び同

日をもって終了する事業年度の経営成績を、全ての重要な点において適正に表示しているものと

認める。

監査意見の根拠                               

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行っ

た。監査の基準における当監査法人の責任は、「財務諸表監査における監査人の責任」に記載さ

れている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社から独立してお

り、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、意見表明の基

礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。

その他の記載内容

　その他の記載内容は、監査した財務諸表を含む開示書類に含まれる情報のうち、財務諸表及び

その監査報告書以外の情報である。

　当監査法人は、その他の記載内容が存在しないと判断したため、その他の記載内容に対するい

かなる作業も実施していない。

財務諸表に対する経営者及び監査役の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して財務

諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない

財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用するこ

とが含まれる。

財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき財務諸表を作成することが

適切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に基

づいて継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

監査役の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視するこ

とにある。

財務諸表監査における監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した監査に基づいて、全体としての財務諸表に不正又は誤謬に

よる重要な虚偽表示がないかどうかについて合理的な保証を得て、監査報告書において独立の立

場から財務諸表に対する意見を表明することにある。虚偽表示は、不正又は誤謬により発生する

可能性があり、個別に又は集計すると、財務諸表の利用者の意思決定に影響を与えると合理的に

見込まれる場合に、重要性があると判断される。
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監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に従って、監査の過程を通

じて、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・不正又は誤謬による重要な虚偽表示リスクを識別し、評価する。また、重要な虚偽表示リスク

に対応した監査手続を立案し、実施する。監査手続の選択及び適用は監査人の判断による。さ

らに、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手する。

・財務諸表監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではないが、監査

人は、リスク評価の実施に際して、状況に応じた適切な監査手続を立案するために、監査に関

連する内部統制を検討する。

・経営者が採用した会計方針及びその適用方法の適切性、並びに経営者によって行われた会計上

の見積りの合理性及び関連する注記事項の妥当性を評価する。

・経営者が継続企業を前提として財務諸表を作成することが適切であるかどうか、また、入手し

た監査証拠に基づき、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して

重要な不確実性が認められるかどうか結論付ける。継続企業の前提に関する重要な不確実性が

認められる場合は、監査報告書において財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要

な不確実性に関する財務諸表の注記事項が適切でない場合は、財務諸表に対して除外事項付意

見を表明することが求められている。監査人の結論は、監査報告書日までに入手した監査証拠

に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業として存続できなくなる可能性

がある。

・財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準

に準拠しているかどうかとともに、関連する注記事項を含めた財務諸表の表示、構成及び内

容、並びに財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示しているかどうかを評価する。

監査人は、監査役に対して、計画した監査の範囲とその実施時期、監査の実施過程で識別した

内部統制の重要な不備を含む監査上の重要な発見事項、及び監査の基準で求められているその他

の事項について報告を行う。

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関

係はない。

 

以　上

 

※上記は当社が監査報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社が別途

保管しております。

 

※ＸＢＲＬデータは監査の対象には含まれていません。
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独立監査人の中間監査報告書

2025年12月16日
ワイエムアセットマネジメント株式会社
取締役会　御中

 

有限責任あずさ監査法人

東京事務所

指定有限責任社員
業務執行社員

公認会計士 髙橋　善盛

中間監査意見

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づく監査証明を行うため、「委託会社等

の経理状況」に掲げられているワイエムアセットマネジメント株式会社の2025年４月１日から2026年３

月31日までの第11期事業年度の中間会計期間（2025年４月１日から2025年９月30日まで）に係る中間財

務諸表、すなわち、中間貸借対照表、中間損益計算書、中間株主資本等変動計算書、重要な会計方針及

びその他の注記について中間監査を行った。

当監査法人は、上記の中間財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる中間財務諸表の

作成基準に準拠して、ワイエムアセットマネジメント株式会社の2025年９月30日現在の財政状態及び同

日をもって終了する中間会計期間（2025年４月１日から2025年９月30日まで）の経営成績に関する有用

な情報を表示しているものと認める。

中間監査意見の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる中間監査の基準に準拠して中間監査を

行った。中間監査の基準における当監査法人の責任は、「中間財務諸表監査における監査人の責任」に

記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社から独立してお

り、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、中間監査の意見表明

の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。

中間財務諸表に対する経営者及び監査役の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる中間財務諸表の作成基準に準拠して中

間財務諸表を作成し有用な情報を表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示

のない中間財務諸表を作成し有用な情報を表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び

運用することが含まれる。

中間財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき中間財務諸表を作成すること

が適切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる中間財務諸表の作成基準

に基づいて継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

監査役の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにあ

る。

中間財務諸表監査における監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した中間監査に基づいて、全体として中間財務諸表の有用な情報の表

示に関して投資者の判断を損なうような重要な虚偽表示がないかどうかの合理的な保証を得て、中間監

査報告書において独立の立場から中間財務諸表に対する意見を表明することにある。虚偽表示は、不正

又は誤謬により発生する可能性があり、個別に又は集計すると、中間財務諸表の利用者の意思決定に影

響を与えると合理的に見込まれる場合に、重要性があると判断される。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる中間監査の基準に従って、中間監査の過程を

通じて、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。
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・不正又は誤謬による中間財務諸表の重要な虚偽表示リスクを識別し、評価する。また、重要な虚偽

表示リスクに対応する中間監査手続を立案し、実施する。中間監査手続の選択及び適用は監査人の

判断による。さらに、中間監査の意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手する。な

お、中間監査手続は、年度監査と比べて監査手続の一部が省略され、監査人の判断により、不正又

は誤謬による中間財務諸表の重要な虚偽表示リスクの評価に基づいて、分析的手続等を中心とした

監査手続に必要に応じて追加の監査手続が選択及び適用される。

 

・中間財務諸表監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではないが、監査

人は、リスク評価の実施に際して、状況に応じた適切な中間監査手続を立案するために、中間財務

諸表の作成と有用な情報の表示に関連する内部統制を検討する。

 

・経営者が採用した会計方針及びその適用方法並びに経営者によって行われた会計上の見積りの合理

性及び関連する注記事項の妥当性を評価する。・経営者が継続企業を前提として中間財務諸表を作

成することが適切であるかどうか、また、入手した監査証拠に基づき、継続企業の前提に重要な疑

義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認められるかどうか結論付ける。継

続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、中間監査報告書において中間財務諸表

の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する中間財務諸表の注記事項が適切で

ない場合は、中間財務諸表に対して除外事項付意見を表明することが求められている。監査人の結

論は、中間監査報告書日までに入手した監査証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企

業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

 

・中間財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる中間財務諸表の

作成基準に準拠しているかどうかとともに、関連する注記事項を含めた中間財務諸表の表示、構成

及び内容、並びに中間財務諸表が基礎となる取引や会計事象に関して有用な情報を表示しているか

どうかを評価する。

 

監査人は、監査役に対して、計画した中間監査の範囲とその実施時期、中間監査の実施過程で識別した

内部統制の重要な不備を含む中間監査上の重要な発見事項、及び中間監査の基準で求められているその他

の事項について報告を行う。

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

以　上

 

※上記は当社が監査報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社が別途

保管しております。

 

※ＸＢＲＬデータは監査の対象には含まれていません。
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